
２
０
１
０
年
度
学
校
法
人
専
修
大
学
の
事
業
計
画
は
、
０９
年
１２
月
１６
日
開
催
の
理
事
会
・
評
議
員
会
で
承
認
さ
れ
、
そ
れ
に

基
づ
き
編
成
さ
れ
た
予
算
は
、
３
月
２４
日
開
催
の
理
事
会
・
評
議
員
で
承
認
さ
れ
た
。

本
学
は
、
昨
年
９
月
に
創
立

１
３
０
年
を
迎
え
ま
し
た
。
今

年
度
の
事
業
計
画
は
、
従
前
に

増
し
て
教
育
・
研
究
力
の
開
発

促
進
、
教
育
研
究
環
境
の
整
備

に
重
点
を
置
き
、
策
定
し
て
い

ま
す
。

専
修
大
学
は
、
教
育
組
織
に

係
る
改
革
と
し
て
、
今
年
４
月

に
文
学
部
を
再
編
し
て
７
学
科

体
制
と
し
、
新
学
部
と
し
て
「
人

間
科
学
部
」
を
誕
生
さ
せ
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
人
文
科
学

分
野
に
お
け
る
学
問
領
域
の
拡

充
を
図
り
ま
す
。
大
学
院
に
お

い
て
は
、
商
学
研
究
科
に
会
計

学
専
攻
を
開
設
し
、
既
存
の
商

学
専
攻
と
併
せ
、
２
専
攻
の
体

制
と
し
ま
す
。
教
育
内
容
の
改

善
と
し
て
、
教
養
科
目
等
に
つ

い
て
半
期
化
を
図
り
、
教
育
効

果
や
学
生
の
満
足
度
を
高
め
て

い
き
ま
す
。
教
育
の
質
を
裏
付

け
る
研
究
力
の
強
化
に
あ
た
っ

て
は
、
稼
働
し
て
い
る
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
支
援
強
化
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
新
た
な
採

択
に
向
け
た
情
報
収
集
、
態
勢

づ
く
り
等
支
援
体
制
を
増
強
さ

せ
て
い
き
ま
す
。
施
設
設
備
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
教
育
研
究

面
で
教
育
研
究
用
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
シ
ス
テ
ム
、
Ｗ
ｅ
ｂ
履
修
登

録
シ
ス
テ
ム
、
及
び
学
内
統
合

認
証
シ
ス
テ
ム
の
刷
新
を
図

り
、
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
就
学
面

に
お
い
て
も
、
学
生
相
談
室
の

機
能
・
環
境
の
両
面
を
強
化
さ

せ
ま
す
。
さ
ら
に
積
極
的
な
「
知

の
発
信
」
に
取
り
組
む
べ
く
、

公
開
講
座
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等

を
充
実
さ
せ
、
「S

I
L
i-

b
r
e
t
t
o

」
シ
リ
ー
ズ
の
刊
行

に
も
注
力
し
て
い
き
ま
す
。
教

育
・
研
究
活
動
の
拠
点
で
あ
る

キ
ャ
ン
パ
ス
に
つ
い
て
は
、
国

際
研
修
館
の
建
て
替
え
に
係
る

検
討
と
い
っ
た
喫
緊
の
課
題
へ

の
対
応
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

神
田
及
び
生
田
の
総
合
的
な
キ

ャ
ン
パ
ス
構
想
に
つ
い
て
も
分

析
、
検
証
を
重
ね
、
キ
ャ
ン
パ

ス
整
備
の
あ
る
べ
き
方
向
性
を

打
ち
出
し
て
い
き
ま
す
。

石
巻
専
修
大
学
は
、
０９
年
度

に
全
学
科
で
コ
ー
ス
制
を
導
入

す
る
と
と
も
に
、
研
究
の
高
度

化
と
地
域
貢
献
の
推
進
に
資
す

る
「
共
創
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を

設
置
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

初
年
次
教
育
科
目
「
フ
レ
ッ
シ

ュ
マ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」
の
内
容
充

実
や
自
宅
通
学
支
援
バ
ス
の
路

線
拡
大
を
図
る
こ
と
で
、
学
生

の
目
線
に
立
っ
た
改
革
を
一
層

推
進
さ
せ
ま
す
。ま
た
、共
創
研

究
セ
ン
タ
ー
と
大
学
開
放
セ
ン

タ
ー
の
連
携
に
よ
る
地
域
人
材

育
成
事
業
等
を
積
極
展
開
さ
せ
、

地
域
に
根
差
し
た
大
学
づ
く
り

を
深
化
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

１８
歳
人
口
の
減
少
に
よ
っ
て

大
学
間
競
争
が
激
化
す
る
一
方

で
、
大
学
進
学
率
の
上
昇
に
よ

り
、
教
育
の
質
を
保
証
す
る
シ

ス
テ
ム
の
構
築
が
強
く
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
大
学
の
存
在
意

義
が
厳
し
く
問
わ
れ
る
大
学
改

革
の
中
に
あ
っ
て
、
学
校
法
人

専
修
大
学
は
、
創
立
１
５
０
年

に
向
け
、
強
固
な
財
政
基
盤
を

構
築
す
る
と
と
も
に
、「
社
会
知

性
の
開
発
」を
達
成
す
る
た
め
、

法
人
と
教
学
が
一
致
協
力
し
、

今
年
度
も
骨
太
で
着
実
な
大
学

改
革
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

【
専
修
大
学
】

１
・
組
織
に
関
す
る
こ
と

（
１
）新
学
部
・
新
学
科
の
開
設

１０
年
４
月
１
日
に
、
心
理
学

科
と
社
会
学
科
で
構
成
さ
れ
る

「
人
間
科
学
部
」
を
新
設
す

る
。
ま
た
、
文
学
部
の
日
本
語

日
本
文
学
科
、
人
文
学
科
（
社

会
学
専
攻
を
除
く
）
の
各
専
攻

を
学
科
に
改
組
し
、
加
え
て
、

人
文
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科

を
開
設
す
る
。

（
２
）
大
学
院
商
学
研
究
科
会

計
学
専
攻
の
開
設

１０
年
４
月
１
日
に
、
大
学
院

商
学
研
究
科
に
会
計
学
専
攻

（
修
士
・
博
士
後
期
課
程
）
を

開
設
す
る
。

２
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
関
す
る

こ
と

（
１
）
経
済
学
部
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
改
正

経
済
学
部
は
、
１０
年
度
入
学

者
よ
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正

を
行
う
。
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
等
一
部

の
科
目
を
除
い
た
専
門
科
目
を

半
期
２
単
位
に
す
る
こ
と
で
、

セ
メ
ス
タ
ー
化
を
推
進
さ
せ
、

さ
ら
に
、
経
済
学
科
に
「
経
済

数
学
基
礎
」、国
際
経
済
学
科
に

「
国
際
経
済
と
デ
ー
タ
分
析
基

礎
、
応
用
」
を
１
年
次
に
配
当

す
る
こ
と
で
、
数
学
基
礎
力
の

向
上
を
図
る
等
、
教
育
内
容
の

改
善
と
向
上
を
目
指
す
。

（
２
）
商
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
改
正

商
学
部
は
、
１０
年
度
入
学
者

よ
り
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
を
行

う
。
学
生
の
職
業
選
択
に
対
応

す
る
既
存
の
コ
ー
ス
制
や
履
修

モ
デ
ル
制
を
踏
襲
し
つ
つ
、
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科
で
は
、
専

門
導
入
基
礎
教
育
を
充
実
さ

せ
、
ビ
ジ
ネ
ス
倫
理
を
教
授
す

る
科
目
等
を
新
設
、
ま
た
会
計

学
科
で
は
、
会
計
基
準
の
国
際

的
統
一
化
を
視
野
に
入
れ
た
系

統
的
な
財
務
会
計
の
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
導
入
す
る
。

（
３
）教
養
科
目
等
の
半
期
化

１０
年
度
入
学
者
よ
り
、
教
養

教
育
科
目
等
の
半
期
化
を
行

う
。
「
教
養
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
及

び
「
総
合
科
目
（
半
期
４
単

位
）
」
を
除
く
す
べ
て
の
科
目

を
半
期
２
単
位
と
し
、
各
学
部

の
セ
メ
ス
タ
ー
化
に
対
応
す

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
授
業
科
目

の
選
択
の
幅
が
広
が
り
、
前
・

後
期
に
お
け
る
学
部
専
門
科
目

と
の
履
修
組
み
合
わ
せ
が
容
易

と
な
る
。

３
・
教
育
改
革
に
関
す
る
こ
と

（
１
）
導
入
教
育
の
強
化

新
入
生
に
対
す
る
導
入
教
育

の
効
果
を
高
め
る
た
め
、『
知
の

ツ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
』
（
改
訂
版
・

ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
付
）
を
新
入
生

全
員
に
配
付
す
る
。ま
た
、教
育

開
発
支
援
委
員
会
と
出
版
企
画

委
員
会
主
催
の
意
見
交
換
会
等

を
通
じ
て
、
本
書
の
効
果
的
な

活
用
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

（
２
）
教
育
効
果
測
定
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

入
学
時
の
基
礎
学
力
と
入
学

後
の
学
業
成
績
と
の
相
関
を
分

析
し
、
教
育
改
革
へ
活
用
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
「
教
育
効

果
測
定
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
研
究
を
推
進
す
る
。
１０
年
度

は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
分
析
を
進
め
、
ま
た
、

新
入
生
対
象
の
「
基
礎
学
力
テ

ス
ト
」
を
継
続
実
施
す
る
。

（
３
）
修
学
意
欲
の
向
上
に
向

け
た
相
談
・
指
導
等
の
実
施

成
績
不
良
や
登
校
不
良
が
懸

念
さ
れ
る
学
生
を
早
期
に
把
握

し
、
学
内
諸
機
関
の
連
携
に
よ

り
、
適
切
な
相
談
、
指
導
及
び

支
援
を
行
い
、
修
学
意
欲
の
喚

起
を
図
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

状
況
把
握
と
分
析
を
行
い
、
学

内
で
情
報
共
有
す
る
と
と
も

に
、
保
証
人
へ
の
積
極
的
な
情

報
提
供
に
努
め
る
。

（
４
）
薬
物
乱
用
防
止
及
び
飲

酒
の
危
険
性
に
関
す
る
授
業
の

実
施学

生
部
に
よ
る
薬
物
乱
用
防

止
の
啓
発
と
併
せ
て
、
一
部
（
昼

間
部
）
全
学
必
修
科
目
で
あ
る

「
保
健
体
育
理
論
」の
中
で
、薬

物
・
ア
ル
コ
ー
ル
被
害
に
つ
い

て
の
健
康
教
育
を
実
施
す
る
。

（
５
）
「
大
学
院
教
育
振
興
施

策
要
綱
」
等
を
指
針
と
し
た
大

学
院
教
育
の
改
革
推
進

教
育
の
改
革
に
向
け
て
、
０９

年
度
は
授
業
評
価
の
実
施
や
留

学
生
の
日
本
語
能
力
に
関
す
る

実
態
調
査
、
シ
ラ
バ
ス
シ
ス
テ

ム
導
入
等
の
諸
施
策
を
進
め
て

き
た
。
１０
年
度
に
お
い
て
も
、

引
き
続
き
「
大
学
院
教
育
振
興

施
策
要
綱
」
等
を
指
針
と
し
た

教
育
改
革
を
推
進
す
る
。

（
６
）
法
科
大
学
院
教
育
の
質

向
上
に
向
け
た
改
善
の
推
進

教
育
の
質
向
上
の
た
め
、
①

入
学
者
の
質
と
多
様
性
の
確

保
、
②
修
了
者
の
質
の
保
証
、

③
教
育
体
制
の
充
実
、
④
質
を

重
視
し
た
評
価
シ
ス
テ
ム
の
構

築
等
を
柱
と
し
た
改
善
を
推
進

す
る
。
ま
た
、
１１
年
度
か
ら
の

実
施
に
向
け
、
進
級
制
度
の
設

定
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
強
化
等

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。

４
・
研
究
に
関
す
る
こ
と

（
１
）
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

推
進社

会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ

ー
は
、
０９
年
度
「
私
立
大
学
戦

略
的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事

業
」
に
採
択
さ
れ
た
「
持
続
的

発
展
に
向
け
て
の
社
会
関
係
資

本
の
多
様
な
構
築

東
ア
ジ
ア

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
、
市
民
文
化
の
観
点
か

ら
」
を
含
め
、
稼
働
す
る
６
研

究
拠
点
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対

す
る
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

文
部
科
学
省
等
の
新
た
な
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
採
択
に
向

け
、
情
報
収
集
及
び
支
援
体
制

の
強
化
を
図
る
。

（
２
）「
向
井
信
夫
文
庫
」の
設
置

０９
年
度
に
購
入
し
た
故
向
井

信
夫
氏
旧
蔵
の
江
戸
期
和
本
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
（
約
４
０
０
０

作
）
と
、
既
に
寄
贈
を
受
け
て

い
る
江
戸
期
文
芸
関
係
の
図
書

（
約
４
０
０
０
冊
）
を
整
理
、

蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム
へ
の
公
開

を
進
め
、
さ
ら
に
、
「
向
井
信

夫
文
庫
」
と
し
て
図
書
館
内
個

人
文
庫
に
指
定
す
る
。

５
・
国
際
交
流
に
関
す
る
こ
と

中
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
新
規

コ
ー
ス
設
置
準
備

中
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充

実
を
図
る
た
め
、
英
語
コ
ー
ス

の
派
遣
先
を
拡
充
し
、
ま
た
、

ド
イ
ツ
語
、
コ
リ
ア
語
及
び
ス

ペ
イ
ン
語
に
つ
い
て
も
コ
ー
ス

を
新
設
す
る
。
新
規
コ
ー
ス
に

つ
い
て
は
、
１０
年
度
に
募
集
を

開
始
し
、
１１
年
度
で
の
学
生
派

遣
を
目
標
と
す
る
。

【
石
巻
専
修
大
学
】

１
・
教
育
改
革
に
関
す
る
こ
と

（
１
）
初
年
次
教
育
の
充
実

１
年
次
の
必
修
科
目
と
し
て

開
講
し
て
い
る
「
フ
レ
ッ
シ
ュ

マ
ン
セ
ミ
ナ
ー
（
基
礎
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
）」の
内
容
充
実
に
努
め
る
。

（
２
）
教
育
の
質
保
証
に
向
け

た
取
り
組
み

教
育
内
容
や
方
法
に
つ
い

て
、
各
学
部
等
が
設
定
し
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー
及
び
デ

ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
と
の
整
合

性
を
高
め
る
た
め
、
各
段
階
（
年

次
）
に
お
け
る
教
育
改
善
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
Ｇ
Ｐ
Ａ
及

び
学
部
間
相
互
履
修
制
度
の
導

入
に
向
け
た
検
討
を
行
う
。

（
３
）経
営
学
部
コ
ー
ス
の
充
実

経
営
学
部
国
際
経
営
・
観
光

コ
ー
ス
の
観
光
系
分
野
に
つ
い

て
、
地
域
に
お
け
る
観
光
関
連

教
育
の
充
実
を
図
る
。

２
・
研
究
に
関
す
る
こ
と

（
１
）
研
究
セ
ン
タ
ー
の
事
業

推
進０９

年
度
に
開
設
し
た
「
共
創

研
究
セ
ン
タ
ー
」
に
お
け
る
調

査
研
究
事
業
を
推
進
し
、
地
域

課
題
等
の
解
決
に
資
す
る
。
ま

た
、
大
学
開
放
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
て
、
青
少
年
、
市
民
及
び

産
業
界
向
け
の
講
座
や
講
習
会

を
開
催
す
る
等
、
地
域
人
材
育

成
事
業
を
展
開
す
る
。

（
２
）
公
的
研
究
費
の
適
正
使

用
の
徹
底

研
究
機
関
に
お
け
る
公
的
研

究
費
の
管
理
・
監
査
に
つ
い

て
、
１０
年
度
か
ら
施
行
す
る
学

内
規
程
に
基
づ
き
、
適
正
使
用

の
徹
底
を
図
る
。

３
・
国
際
交
流
に
関
す
る
こ
と

国
際
交
流
協
定
校
の
ひ
と
つ

で
あ
る
中
国
「
温
州
大
学
」と
の

学
生
間
相
互
交
流
を
中
心
に
、

国
際
交
流
活
動
を
促
進
す
る
。

【
専
修
大
学
北
海
道
短
期
大
学
】

１
・
教
育
改
革
及
び
研
究
に
関

す
る
こ
と

（
１
）
専
大
フ
ァ
ー
ム
の
充
実

に
つ
い
て

０９
年
６
月
に
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
に
基

づ
き
「
有
機
農
産
物
生
産
行
程

管
理
者
」
に
認
定
さ
れ
た
専
大

フ
ァ
ー
ム
に
お
い
て
、
新
た
な

製
品
開
発
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
農
業
活
動
を
通
じ
た
教
育

の
充
実
を
図
る
。

（
２
）
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

シ
ス
テ
ム
の
利
用
促
進

教
育
効
果
の
向
上
、
及
び
Ｃ

Ａ
Ｄ
や
情
報
処
理
関
連
の
資
格

取
得
支
援
強
化
を
図
る
た
め

に
、
刷
新
し
た
教
育
用
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
活
用
を
徹

底
化
す
る
。

【
専
修
大
学
】

１
・
教
育
研
究
用
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
シ
ス
テ
ム
の
更
新

情
報
科
学
セ
ン
タ
ー
は
、
１０

年
４
月
か
ら
新
教
育
・
研
究
用

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
稼

働
さ
せ
る
。
新
シ
ス
テ
ム
は
、

最
新
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
取
り
込

み
、省
電
力
・
低
発
熱
型
機
器
の

導
入
等
に
よ
り
、
グ
リ
ー
ン
Ｉ

Ｔ
化
も
実
現
す
る
高
性
能
か
つ

大
規
模
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

２
・
Ｗ
ｅ
ｂ
履
修
登
録
シ
ス
テ

ム
及
び
学
内
統
合
認
証
シ
ス
テ

ム
の
更
新

事
務
計
算
セ
ン
タ
ー
は
、
現

行
の
Ｗ
ｅ
ｂ
履
修
登
録
シ
ス
テ

ム
が
契
約
満
了
に
な
る
こ
と
に

伴
い
、
全
面
的
な
サ
ー
ビ
ス
向

上
を
図
る
べ
く
、
シ
ス
テ
ム
開

発
を
行
う
。

３
・
国
際
研
修
館
建
て
替
え
の

検
討国

際
研
修
館
の
老
朽
化
に
伴

い
、
同
施
設
の
建
て
替
え
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
る
。

４
・
キ
ャ
ン
パ
ス
将
来
構
想
の

検
討神

田
及
び
生
田
に
係
る
総
合

的
な
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
に
つ
い

て
、
魅
力
あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
作

り
に
向
け
た
検
討
を
深
化
さ
せ

る
。１０
年
度
は
、現
状
を
基
底
に

し
た
試
案
に
つ
い
て
、
多
面
的

に
分
析
、検
証
を
行
い
、長
期
的

展
望
に
立
っ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
構

想
の
作
成
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
。

【
石
巻
専
修
大
学
】

１
・
教
育
研
究
用
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
シ
ス
テ
ム
の
更
新

１０
年
４
月
か
ら
新
教
育
・
研

究
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム

を
稼
働
さ
せ
る
。
新
シ
ス
テ
ム

は
、
環
境
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・

学
習
支
援
等
に
優
れ
た
機
能
を

有
す
る
と
と
も
に
、
３
次
元
プ

リ
ン
タ
を
備
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
環
境
も
高
速
化
す
る
た

め
、
利
用
者
の
利
便
性
は
大
き

く
向
上
す
る
。

【
専
修
大
学
】

１
・
学
生
相
談
室
の
充
実

学
生
相
談
室
利
用
者
が
年
々

増
加
す
る
現
状
を
鑑
み
、
機
能

・
環
境
面
で
の
充
実
を
図
る
べ

く
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
学
生
相

談
室
を
グ
リ
ー
ン
ト
ッ
プ
地
下

１
階
に
移
転
さ
せ
、開
設
す
る
。

２
・
資
格
取
得
支
援
講
座
の
強

化
資
格
取
得
支
援
講
座
（
法
律

総
合
講
座
、
公
務
員
試
験
講

座
、
会
計
士
講
座
）に
つ
い
て
、

受
講
す
る
１
年
次
生
が
夏
期
休

暇
に
お
い
て
集
中
的
に
学
習
に

取
り
組
め
る
よ
う
、
合
宿
ま
た

は
コ
ー
ス
の
導
入
を
企
画
す

る
。
ま
た
、
個
別
指
導
（
面
談
）

及
び
教
材
開
発
も
継
続
し
て
強

化
に
努
め
、
受
講
生
の
最
終
目

標
達
成
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

３
・
就
職
支
援
の
強
化

就
職
部
が
申
請
し
た
「
就
職

活
動
に
負
け
な
い
自
分
作
り
を

目
指
し
た
就
職
支
援
の
強
化
」

が
、
０９
年
度
文
部
科
学
省
「
大

学
教
育
・
学
生
支
援
推
進
事

業
」
学
生
支
援
推
進
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
採
択
さ
れ
た
。
１０
年
度

は
、
就
職
支
援
体
制
の
さ
ら
な

る
強
化
を
図
る
べ
く
、
就
職
活

動
最
盛
期
に
お
い
て
相
談
員
を

拡
充
さ
せ
、
従
前
か
ら
注
力
す

る
「
個
別
就
職
相
談
」
を
増
強

さ
せ
る
。
ま
た
、
進
路
決
定
へ

の
実
践
的
支
援
施
策
と
し
て
、

学
内
企
業
説
明
会
や
模
擬
面
接

講
座
の
充
実
化
、
公
務
員
志
望

者
に
対
す
る
面
接
指
導
の
強
化

等
に
取
り
組
む
。

【
石
巻
専
修
大
学
】

１
・
自
宅
通
学
支
援
バ
ス
の
充

実
強
化

０９
年
度
に
自
宅
通
学
支
援
バ

ス
の
路
線
拡
張
を
図
っ
た
結
果
、

良
好
な
利
用
実
績
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。
１０
年
度
は
さ
ら

に
、Ｊ
Ｒ
北
上
駅
・
石
巻
専
修
大

学
間
の
支
援
バ
ス
を
運
行
し
、

自
宅
通
学
圏
を
拡
大
さ
せ
る
。

２
・
会
計
専
門
職
養
成
の
強
化

０９
年
度
に
開
設
し
、
「
日
商

簿
記
検
定
試
験
」
の
各
級
合
格

を
目
指
す
会
計
専
門
職
養
成
の

た
め
の
講
座
（
税
理
士
等
会
計

専
門
職
養
成
講
座
）
を
継
続
実

施
し
、
学
生
の
上
位
級
合
格
を

支
援
す
る
。

３
・
就
職
活
動
支
援
の
強
化

キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
企

業
別
相
談
会
）の
拡
充
、首
都
圏

で
開
催
さ
れ
る
合
同
企
業
説
明

会
参
加
の
た
め
の
バ
ス
ツ
ア
ー

実
施
、
保
護
者
向
け
就
職
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
等
、
進
路
支

援
を
強
化
さ
せ
る
。併
せ
て
、正

課
授
業
と
の
連
携
に
よ
り
、
キ

ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
を
図
る
。

【
専
修
大
学
】

１
・
Ｋ
Ｓ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ

ジ
ネ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
実
施

０８
年
度
の
文
部
科
学
省
「
社

会
人
の
学
び
直
し
ニ
ー
ズ
対
応

教
育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
３

年
間
の
予
定
で
採
択
さ
れ
た

「
Ｋ
Ｓ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ

ネ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
継
続

開
講
す
る
。

２
・
地
方
自
治
体
と
の
連
携
促
進

（
１
）
Ｋ
Ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
多
摩
区
・

３
大
学
連
携
協
議
会
の
推
進

（
２
）「
開
か
れ
た
大
学
」の
推
進

サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
を

は
じ
め
と
す
る
大
学
施
設
を
積

極
開
放
す
る
べ
く
、
地
元
自
治

体
や
公
共
機
関
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
施
設
利
用
の
広
報
、
周

知
に
努
め
る
。

３
・
高
大
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

充
実

４
・S

I
L
i
b
r
e
t
t
o

の
刊
行

５
・
公
開
講
座
の
充
実

６
・
専
修
大
学
カ
ッ
プ
の
開
催

７
・
ワ
ン
デ
ー
チ
ー
ム
メ
イ
ト

の
強
化

【
石
巻
専
修
大
学
】

１
・
産
学
連
携
の
推
進

産
学
連
携
に
つ
い
て
大
学
開

放
セ
ン
タ
ー
、
自
動
車
工
学
セ

ン
タ
ー
及
び
共
創
研
究
セ
ン
タ

ー
を
基
軸
と
し
た
体
制
で
臨

む
。
１０
年
度
は
、
石
巻
地
域
産

学
官
グ
ル
ー
プ
交
流
会
の
下
に

あ
る
自
動
車
産
業
集
積
部
会

（
部
会
長

理
工
学
部
教
授
山

本
憲
一
）
の
Ｉ
Ｍ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
＊
）
を
中
心
に
、
積
極
的

な
推
進
を
図
る
。

（
＊
）
Ｉ
Ｍ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト


自
動
車
部
品
等
の
新
製
品
開
発

・
研
究
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

２
・
高
大
連
携
の
強
化

【
専
修
大
学
北
海
道
短
期
大
学
】

１
・
専
修
大
学
ハ
ス
カ
ッ
プ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
充
実

「
ハ
ス
カ
ッ
プ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
美
唄
」
と
の
連
携
に
よ
り
発

足
し
た
「
専
修
大
学
ハ
ス
カ
ッ

プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
す

る
。
０９
年
度
に
定
植
し
た
ハ
ス

カ
ッ
プ
苗
木
の
品
種
改
良
、
栽

培
、収
穫
期
の
研
究
を
進
め
、加

え
て
、
生
育
農
家
の
調
査
、
関

連
商
品
の
調
査
、
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
の
作
成
に
携
わ
る
。

２
・
市
民
公
開
講
座
の
実
施

３
・
高
大
連
携
の
強
化

【
学
校
法
人
】

１
・
教
育
研
究
振
興
協
力
資
金

の
募
集

①
教
育
研
究
の
充
実
、②
教
育

施
設
設
備
の
整
備
拡
充
、
③
奨

学
金
制
度
の
充
実
、④
学
生
ス
ポ

ー
ツ
活
動
の
振
興
等
を
目
的
と

し
た
、「
教
育
研
究
振
興
協
力
資

金
」
の
募
集
を
１０
年
４
月
か
ら

１３
年
３
月
ま
で
行
う
。

２
・
外
部
資
金
の
確
保

文
部
科
学
省
等
か
ら
交
付
さ

れ
る
補
助
金
に
つ
い
て
、
関
係

所
管
を
対
象
と
す
る
説
明
会
等

を
実
施
し
、
申
請
の
促
進
及
び

補
助
金
の
増
収
を
図
る
。

３
・
事
務
組
織
の
機
能
強
化

事
務
組
織
内
に
お
け
る
業
務

内
容
の
徹
底
し
た
点
検
を
行

い
、
業
務
の
効
率
化
、
最
適
化

を
図
り
、
組
織
の
機
能
強
化
を

追
求
す
る
。

４
・
学
生
募
集
力
の
強
化

専
修
大
学
及
び
石
巻
専
修
大

学
は
、
各
大
学
の
総
合
力
を
示

す
一
つ
の
指
標
と
な
る
入
学
志

願
者
数
の
向
上
に
向
け
、
全
学

協
力
体
制
の
も
と
、
積
極
的
な

学
生
募
集
広
報
活
動
を
展
開
す

る
。

教
育
研
究
環
境
の
整
備

Ⅱ

社
会
地
域
貢
献
の
推
進

Ⅳ

事
業
計
画
の
策
定
に
あ
た
り

創
立
１
５
０
年
に
向
け
、

骨
太
で
着
実
な
改
革
を
推
進

学

生

支

援

の

充

実

Ⅲ

主

な

事

業

計

画

教
育
・
研
究
力
の
強
化

Ⅰ

経

営

基

盤

の

強

化

Ⅴ

（２）２０１０年（平成２２年）５月１５日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第４７６号


